
社会資本総合整備計画

福島県
ふ く し ま け ん

　白河市
し ら か わ し

平成29年3月31日



社会資本総合整備計画

歴史
れ き し

と人々
ひ と び と

の賑
に ぎ

わいが調和
ち ょ う わ

した白河
し ら か わ

のまちづくり

白河市
し ら か わ し

平成２９年３月



歴史と人々の賑わいが調和した白河のまちづくり
平成29年度　～　平成30年度　（2年間） 白河市

・中心市街地における居住人口の増加
・中心市街地における歩行者通行者数の増加

（H27末） （H29末） （H30末）
調査基準日における中心市街地を構成する町字の居住人口を住民基本台帳から数え出して調査し算出する。

2,656人 2,687人 2,703人

白河市中心市街地活性化基本計画で設定した中心市街地内８地点における平日歩行者通行者数について、

午前10時から午後6時までの間に当該地点を通過した歩行者数を数えることで調査し、それらの合計値により算出する。 2,109人／日 2,649人／日 2,920人／日

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H29 H30 H31 H32 H33 策定状況

1-A-1 住環境 一般 白河市 間接 優良建築物等整備事業（白河駅前東地区） 白河市 487.0 1.1

1-A-2 住環境 一般 白河市 間接 優良建築物等整備事業（二番町地区） 白河市 422.4 1.2

合計 909.4

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33 策定状況

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33

合計 0

番号 備考

（参考様式２）社会資本総合整備計画
計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象

2017/3/31

計画の目標

　多様なニーズに適合した安心安全で快適な市街地の居住環境を整備する取り組み等により、まちなかの人口減少等へ対応することで、中心市街地を活性化することを目指す。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
909.4百万円 Ａ 909.4百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円

株式会社楽市白河 共同住宅等　0.1ha

有限会社藤田本店 共同住宅　0.2ha

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

番号



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。
※　平成２８年度は、決算額が確定でき次第記載。

H26 H27 H28 H29 H30

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0 0 0

配分額
（a）

0 0 0 38.916 19.340

前年度からの繰越額
（d）

0 0 0 0 28.428

交付額
（c=a+b）

0 0 0 38.916 19.340

翌年度繰越額
（f）

0 0 0 28.428 0

支払済額
（e）

0 0 0 10.488 47.768

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

- - - - -

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

- - - 0% 0%

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0 0 0

うち未契約繰越額
（g）

0 0 0 0 0


